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2. 一般的で目的のあるブラウジング (General purposive browsing)















































































































































人で、期間は平成 27年 6月 22日から平成 27年 6月 30日である。調査は説明が 15







予備調査の結果を受けて、坂本は本調査は平成 27年 11月 12日から平成 27年
11月 25日まで行った。場所は公共図書館の中央館において行い、調査対象の図書
館を利用したことがない筑波大学の学生 15名を対象とした。調査は説明が 15分、












































































































































ID 学類 学年 性別
1 知識情報・図書館学類 1年 男
2 知識情報・図書館学類 1年 女
3 知識情報・図書館学類 1年 女
4 知識情報・図書館学類 3年 男
5 知識情報・図書館学類 4年 女
6 知識情報・図書館学類 1年 女
7 知識情報・図書館学類 1年 男
表 2.2: 実験参加者：主題のない資料群
ID 学類 学年 性別
8 知識情報・図書館学類 4年 男
9 知識情報・図書館学類 1年 女
10 知識情報・図書館学類 3年 女
11 知識情報・図書館学類 1年 男
12 知識情報・図書館学類 1年 女












　情報教育・情報モラル教育 375.11 Ky4 8
　情報の世界史 : 外国との事業情報の伝達 : 1815-1875 693.7 L11
　情報と外交 : プロが教える情報マンの鉄則 10 391.6 Ma29







































































































































ID 書名 請求番号 Q1 Q2 Q3 Q4
1 ナショナルヒストリーを超えて 201.1 ko67 3 2 4 1
1 数理論理学 410.96 F85 3 1 5 5
1 宗教の自然史 161.1 H98 3 2 4 5
1 哲学とは 100 Ta19 3 2 4 1
2 映画になった児童文学 909.3 Ka91 3 1 5 5
2 郵便と切手の社会史 693.233 H92 3 2 5 5
2 キリスト教文化の常識 190.4 I73 3 2 5 5
2 子どもの本を読みなおす 909 F46 3 5 2 5
3 図解　使える統計学 417 W35 2 2 4 1
3 歴史は科学か 201.1 Me95I 3 2 4 5
3 マルチメディアで授業が変わる I 375.19 G72 3 5 2 5
3 科学の本っておもしろい 407 Ka16 2003/09 3 1 5 1
4 無限の彼方へ 410.96 Ma49 3 5 1 5
5 プロフェッショナル仕事の流儀 366.29 Mo16 1 1 5 1
5 プーと私 909 I75 3 2 4 5
6 だれでも書けるシナリオ教室 901.27 Ki57 3 1 5 3
6 ハリウッドストーリーテリング 901.27 Ta84 3 5 1 5
6 文芸学入門 901.01 Ka98 3 1 5 3
7 子どものための哲学対話 104 N14 3 4 1 5
7 記号論理学 410.96 I69 3 4 1 5
22
表のQ1「見つけた本は知っていましたか？」に対する回答で、「1:読んだことが
ある」と回答したのは ID5の 1冊、「2: 読んだことはないが知っていた」と回答し
たのは ID3の 1冊だけだった。
また、Q2「トレーシングを行う前からこの本の分野に興味があった」について












ID 書名 請求番号 Q1 Q2 Q3 Q4
8 折り紙と数学 375.41 2 5 1 1
9 それでいいのか？大学生！ 150.7 3 4 1 1
10 宗教の自然史 161.1 H98 3 1 3 4
10 哲学とは 100 Ta19 3 3 3 5
11 シュレーディンガー　人とその業績 420.4 Sc7 3 1 2 3
12 科学者・技術者のための英語プレゼンテーション 407 I59 3 5 1 4
12 理科系のための実践英語プレゼンテーション 407 H71 3 5 1 2
13 ちっちゃな科学 407 ka27 3 5 1 3
13 理系ジェネラリストへの手引き 407 O43 3 2 5 5
13 Python 418.1 U77 3 3 3 2




































id 冊数 id 冊数
1 4 8 1
2 4 9 1
3 4 10 2
4 1 11 1
5 2 12 2
6 3 13 4
7 2
合計 20 合計 11
平均 2.8 平均 1.1
表 3.4: Q2「トレーシングを行う前からこの分野に興味があった」
強くそう思う そう思う どちらとも そうは思わない まったく
いえない そうは思わない
主題あり 4 2 0 8 6










































強くそう思う そう思う どちらとも そうは思わない まったく
いえない そうは思わない
主題あり 8 6 0 2 4
主題なし 1 0 3 1 6
表 3.6: Q4「自力ではこの本を見つけられなかった」
強くそう思う そう思う どちらとも そうは思わない まったく
いえない そうは思わない
主題あり 13 0 2 0 5















































































































































ID 本を探す際の難しさ 館内図の見やすさ 経路のわかりやすさ 疲労感 楽しさ　
1 1 1 1 1 1
2 2 3 1 2 1
3 2 3 3 2 3
4 1 2 1 1 1
5 1 2 2 1 1
6 1 1 1 2 1


























ID 本を探す際の難しさ 館内図の見やすさ 経路のわかりやすさ 疲労感 楽しさ　
8 2 3 1 1 1
9 2 3 1 2 1
10 1 3 1 2 1
11 1 2 1 1 2
12 1 1 1 1 1
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